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平
成
20
年
度
当
初
予
算
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
環
境
と
、

平
成
20
年
度
決
算
か
ら
適
用
さ
れ

る
「
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化

法
」
に
対
応
す
る
た
め
、
後
年
度

に
財
政
負
担
を
伴
う
事
務
事
業

の
徹
底
し
た
精
査
を
行
う
と
と
も

に
、
時
代
の
要
請
に
的
確
に
対
応

し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
確

保
を
図
る
た
め
、「
歳
入
に
見
合
っ

た
歳
出
予
算
」
を
基
本
に
「
健
全

財
政
の
堅
持
と
、
市
民
生
活
の
安

心
・
安
全
を
確
保
し
た
予
算
」
と

し
て
編
成
し
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
の
特
徴

　

平
成
20
年
度
は
、「
鹿
屋
市
総

合
計
画
」
の
初
年
度
と
し
て
、
同

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
固
有
の
資

源
・
特
性
を
生
か
し
た
産
業
振
興

や
交
流
促
進
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
更
な

る
行
財
政
改
革
等
を
重
点
的
・
戦

略
的
に
推
進
し
、
時
代
に
合
致
し

た
自
立
し
た
自
治
体
を
形
成
し
て

い
く
た
め
、
Ｐ
７
の
７
つ
の
項
目

を
政
策
の
柱
に
、
事
業
の
厳
選
と

重
点
化
に
よ
り
限
ら
れ
た
財
源
で

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
事
業
展
開

を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

区分 予算額 前年度比較

一般会計 36,884,000 千円 △ 2.8％

特
別
会
計

国民健康
保険事業

12,049,627 千円 △ 0.7％

老人保健 1,108,248 千円 △ 90.1％

後期高齢者
医療

1,000,918 千円 皆増

介護保険
事業

7,435,377 千円 1.8％

公共下水道
事業

2,162,523 千円 △ 3.3％

下水道 41,008 千円 △ 13.2％

輝北簡易
水道事業

68,144 千円 △ 3.3％

立小野簡易
水道事業

1,878 千円 △ 7.4％

小計 23,867,723 千円 △ 27.7％

合計 60,751,723 千円 △ 14.4％

収益的収入 1,667,863 千円

収益的支出 1,397,232 千円

資本的収入 476,285 千円

資本的支出 1,421,401 千円

●会計別予算額の内訳

●水道事業

平成 20年度一般会計当初予算

◆７つの
　　政策の柱◆

（1）地域で支えあう健やかで
心のかようまちづくり

□保育対策等促進事業
（2,374 万３千円）

□障害者自立支援総合対策事業
（558 万２千円）

□ねんりんピック鹿児島大会経費
（809 万９千円）

□妊産婦乳幼児健康診査事業
（6,141 万４千円）

□温泉保養助成事業
（1,948 万３千円）

（2）創造性と豊かな心をはぐ
くむまちづくり

□鹿屋体育大学第 50 年次記念イチ
パー世界大会事業　　（120 万円）

□中国残留邦人支援事業
（194 万９千円）

□小・中・高等学校施設耐震化促進
事業　　　　　（5,706 万８千円）

□ ｢ 心の架け橋プロジェクト ｣ 事業
（998 万３千円）

□ 特別支援教育推進事業
（2,772 万２千円）

（3）安全・安心な暮らしのあ
るまちづくり

□防空壕対策事業
（2,374 万４千円）

□大隅コミュニティＦＭ活用推進
事業　　　　　　　　（855 万円）

□交通安全施設整備事業
（2,921 万８千円）

□排水路整備事業
（2,795 万円）

□下小原排水機場整備事業
（1,030 万２千円）

（4）豊かな自然環境を次代に
引きつぐまちづくり

□鹿屋市環境基本計画推進事業
（336 万１千円）

□大隅中部火葬場組合特別負担金
（5,729 万８千円）

□ごみ減量・リサイクル事業
（7,431 万４千円）

□不法投棄防止対策事業
（547 万８千円）

□小型合併処理浄化槽設置整備事
業　　　　（２億 7,067 万９千円）

（5）快適な生活を支えるまち
づくり

□国土交通省所管補助事業
（8,087 万９千円）

□主要幹線道路整備事業
（7,393 万５千円）

□市営住宅火災報知器設置事業
（523 万５千円）

□桜ヶ丘市営住宅建替事業
（8,775 万３千円）

□都市公園等施設整備事業
（2,644 万７千円）

（6）活力ある産業が展開する
まちづくり

□バイオマスタウン構想策定事業
（522 万５千円）

□地域産業活動支援事業
（3,214 万９千円）

□誘致企業ブロードバンド整備支
援事業　　　　　（840 万８千円）

□茶業生産振興対策事業※鹿児島県茶
業振興大会鹿屋大会経費　（750 万円）

□ばらを活かしたまちづくり推進
事業　　　　　（3,349 万８千円）

（7）共生・協働で進めるまち
づくり

□自治体ＥＡ導入事業
　　　　　　　　　（628 万４千円）
□地域ブランド創出プラン策定事

業　　　　　　　（805 万３千円）
□公会計改革推進事業
　　　　　　　　　（750 万７千円）
□男女共同参画推進事業
　　　　　　　　　（444 万８千円）
□市民活動支援事業
　　　　　　　　　（829 万５千円）

（1）地域で支えあう健やかで
心のかようまちづくり

（2）創造性と豊かな心をはぐ
くむまちづくり

（3）安全・安心な暮らしのあ
るまちづくり

（4）豊かな自然環境を次代に
引きつぐまちづくり

（5）快適な生活を支えるまち
づくり

（6）活力ある産業が展開する
まちづくり

（7）共生・協働で進めるまち
づくり

ねんりんピック鹿児島 2008 が開催され
る「かのやグラウンド・ゴルフ場」

平成 20 年度鹿児島県茶業振興大会を
11 月 15 日に霧島ヶ丘公園で開催

男女共同参画公開講座

第 50 年次記念イチパー世界大会が開催
される鹿屋体育大学

排水路整備事業により完成した「名貫地
区排水路」

ごみ分別の徹底等により、ごみ減量・リ
サイクルに取り組んでいます

整備された主要幹線道路

特集

●
歳
入
に
つ
い
て

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
地
方
の
再

生
に
向
け
、
地
方
再
生
対
策
費
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
方

交
付
税
は
3.5
％
増
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
歳
入
に
占
め
る
一
般
財
源

の
比
率
が
前
年
度
の
71
・
８
％
か

ら
72
・
５
％
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
改
革
の
実
施
に
よ

り
、
次
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し

た
。

①
市
債
発
行
額
（
繰
上
償
還
を
除

く
）
を
平
成
５
年
度
の
水
準

で
あ
る
20
億
円
以
下
と
し
ま
し

た
。

②
市
債
残
高
に
つ
い
て
も
、
過
去

最
大
の
縮
減
額
（
23
億
円
）
と

し
、
２
年
連
続
で
改
善
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
市
債
残
高
は
４
４
６
億 

６
千
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま

す
が
、
そ
の
５
割
程
度
は
、
返
済

時
に
地
方
交
付
税
措
置
が
さ
れ
る

有
利
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
債
を
発
行
す
る
場
合

は
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な

も
の
を
選
び
、
将
来
に
わ
た
り
健

全
財
政
を
堅
持
す
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

●
歳
出
に
つ
い
て

　

新
年
度
予
算
の
特
徴
で
あ
る

「
７
つ
の
政
策
の
柱
」
の
内
容
を
、

Ｐ
７
で
紹
介
し
ま
す
。

　

特
別
会
計
全
体
で
は
、
27
・
７
％ 

減
の
２
３
８
億
６
，
７
７
２
万 

３
千
円
で
、
主
な
特
別
会
計
の
増

減
要
因
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業

　

前
年
度
比
0.7
％
減
の
１
２
０
億 

４
，
９
６
２
万
７
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
４
月
か
ら
75

歳
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
は
65

歳
）
以
上
の
人
が
、
新
た
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
が
減
と
な
る
た
め
で
す
。

●
老
人
保
健

　

前
年
度
比
90
・
１
％
減
の
11
億 

８
２
４
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
４
月
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
医
療
給
付
費
が
大
幅

に
減
と
な
る
こ
と
が
要
因
で
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療

　

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
新
た
な
特
別
会
計
を
創

設
す
る
も
の
で
、
予
算
額
は

10
億
９
１
万
８
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
介
護
保
険
事
業

　

前
年
度
比
1.8
％
増
の
74
億
３
，

５
３
７
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
高
齢
化
の
進
展
に

伴
う
、
要
介
護
認
定
者
や
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
増
に
よ
る
介
護
給
付

費
の
増
が
主
な
要
因
で
す
。

●
公
共
下
水
道
事
業

　

前
年
度
比
3.3
％
減
の
21
億
６
，

２
５
２
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
高
利
率
の
市
債
の

繰
上
償
還
の
実
施
に
よ
り
公
債
費

は
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
建
設

費
を
大
幅
に
減
額
し
た
こ
と
が
主

な
要
因
で
す
。

●
水
道
事
業

　

水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
収
入

源
と
支
出
用
途
の
性
格
に
よ
っ

て
、
収
益
的
収
支
と
資
本
的
収
支

に
分
か
れ
ま
す
。
収
益
的
収
支
は

水
道
事
業
の
経
営
活
動
に
、
資
本

的
収
支
は
水
道
施
設
の
整
備
事
業

に
充
て
ら
れ
ま
す
。


